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事例 糀谷駅前地区市街地再開発組合

「糀谷駅前地区」 災害に強く、より安心・快適に暮らせるまち

地区写真

取組事例

取組事例詳細

出所：令和３年度 第２回 不動産分野の社会的課題に対応するＥＳＧ投資促進検討会 「資料３社会的課題に対応した市街地再開発事業の事例」、
糀谷駅前地区市街地再開発組合「糀谷駅前地区第一種市街地再開発事業 ステーションツインタワーズ糀谷」より事務局作成

 東京都大田区糀谷駅前地区において、防災上の課題や地域のまちづくり拠点づくりに対応して、商業利便施設等からなる建築物

と駅前広場等が整備された。エリアの防災性と交通利便性の向上及び交通結節機能強化が図られ、人口増加率も高く
なった。

課題 対応 効果 対応する社会課題

• 糀谷駅と環状８号線に挟まれた本地区
は、道路が狭く、古い建物が密集し、防
災上の懸念があった。本地区を含む糀谷
駅周辺地区は、再開発前、区都市計画
マスタープランで「地域のまちづくり拠点」と
して位置付けられていたが、駅前にふさわ
しい土地利用が図られていなかった。

• 鉄道高架化にあわせて、防災性に配慮し
た市街地環境の改善、駅前広場などの
整備、建物の共同化による土地の高度
利用などが求められていた。

• 再開発事業によるエリアの防災性向上と土地
の高度利用
-建築物の耐火・不燃化・高層化により本地
区の防災上の課題を解決し、骨格防災軸と
して延焼遮断帯を形成した。

-駅前広場等の公共施設や公共駐輪場を整
備するとともに、賑わいの中心となる商業利
便施設、福祉施設、住宅等からなる高層建
築物を整備した。

• 施設建築物や駅前広場等の公共施設
を整備し、狭隘な道路・通路の解消によ
りエリアの防災性向上が図られた。

• 駅前広場等の整備により、交通利便性
の向上及び交通結節機能の強化が図ら
れた。

• 本地区を含む糀谷四丁目は、人口増加
率が大田区全体と比較して高くなってお
り、住宅や商業利便施設等の整備効果
が発現していると考えられる。

• 自然災害への備え（レジ
リエンス）

• こども・少子高齢化への
対応

• 快適で利便性の高い環
境（ウェルネス）

• 人材活躍と生産性向上

• 地域の魅力・文化の形
成・活性化

• 移動しやすい環境（モビ
リティ）

竣工 ：2017年3月
地区面積：約1.3ha

地区名称：糀谷駅前地区
施行者 ：糀谷駅前地区市街地再開発組合

施設の特徴は、震災への備えと
して、安心・安全、堅牢第一を
旨に実用的な建物を目指した。
住宅を核に、商業施設や保育
園、高齢者支援施設を併設し
た複合施設として、地域の利便
性向上に寄与している。
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事例 京橋二丁目西地区市街地再開発組合

「京橋エドグラン」
文化の継承・賑わいの創出と防災性向上

取組事例

出所：令和３年度 第２回 不動産分野の社会的課題に対応するＥＳＧ投資促進検討会 「資料３社会的課題に対応した市街地再開発事業の事例」、
中央区「中央区指定文化財1 明治屋京橋ビル(めいじやきょうばしびる）」より事務局作成

課題 対応 効果 対応する社会課題

• 東京駅至近であり、区指定有形文化財
の歴史的建築物も残る貴重なエリアでは
あるが、区画が細分化されていること等か
ら、建替えが進まず、建物の老朽化が進
行。

• 地域の魅力を向上させ、賑わいを創出す
るとともに、防災性の向上が求められてい
た。

・防災性の高いビルの整備と歴史的建築物のリノ
ベーション等による地域の魅力の向上

-敷地を集約化して超高層免震ビルを整備す
るとともに、再開発区域内の歴史的建築物
は外観を保全しつつ、耐震性能の確保、機
能・用途の維持のためのリノベーションを実施。

-くつろぎ空間の整備
24時間通行可能な貫通通路及びオープン
スペースを整備。オープンスペースに面した店
舗やベンチ等を配し、都心でくつろぎが得られ
る空間構成とした。

• 魅力的な都市景観形成、歴史的建築
物の保全を図ったほか、帰宅困難者一
時滞在施設としてエリア防災拠点の一
翼を担っている。

• 竣工年と比較し2019年度は来街者が
約1割増加、中でも土日は約2割の来
街者が増えるなど賑わいを生み出し、約
半世紀ぶりに地域の祭（盆踊り）を再
開するなど地域社会への貢献も果たして
いる。

• 自然災害への備え（レ
ジリエンス）

• 地域の魅力・文化の形
成・活性化

• 緑・景観の形成
（MIDORI）

• コミュニティの再生・形成

竣工 ： 2016年10月
地区面積：約1.0ha

地区名称：京橋二丁目西地区
施行者 ：京橋二丁目西地区市街地再開発組合

 東京都中央区の有形文化財の歴史的建築物も残る貴重なエリアにおいて、建物の老朽化等の課題に対応して、再開発事業とと
もに、歴史的建築物のリノベーションが実施された。これにより、地域の魅力を向上させ、賑わいを創出すると共に、防災性の向上にも
繋がった。

施行区域 施行区域

歴史的
建築物

歴史的
建築物棟

＜明治屋京橋ビル（S8年建設）＞

歴史的建築物棟 京橋中央ひろば

再開発棟

貫通通路

取組事例詳細

明治屋京橋ビルが東京大空襲や
環境の変化を乗り越えて今日まで
保存されてきた意義は大きく、昭
和史を語り継ぐ貴重な文化財と
なっている。
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事例 独立行政法人都市再生機構①

出所：独立行政法人都市再生機構発表資料、UR 「Annual Report 2020」、ウェブサイトより事務局作成

中期計画に基づく
政策の実施・貢献

取組事例
アウトプット
（KPI・目標)

優先して対応する社会課題

① 安全で魅力ある
街づくり

② 多様な世代が
安心して暮らし
続けられる住ま
いづくり

• 密集市街地における防災まちづくりの推進
－地区全体の防災まちづくりを先導する狭あい道路の拡幅や建物
の不燃化・耐震化を促進（「中野区弥生町３丁目周辺地区
整備」）

• 地域の防災拠点の整備
ー防災公園の整備と公共公益施設の機能更新・再編（三鷹中
央防災公園・元気創造プラザ整備事業、安満（あま）遺跡公
園 防災公園街区整備事業）

• 地方都市再生の取組
ーリノベーションまちづくりの支援（福山市伏見町地区）

• 信州地域デザインセンターへの参画、まちづくりへの支援（人材育
成、情報発信等）

• ”多様な世代が生き生きと暮らし続けられる住まい・まち”「ミクストコ
ミュニティ」の実現

• （「多摩平の森の事業」）
ー回復期病院の開設、医療連携認知症カフェの開設
ー多機能な“たまむすびテラス”、保育所の誘致、住宅建替え等
ー集会場を利用した日野筋体操の実施

• コーディネート及び事業の実
施地区数

• 都市再生事業等に係る民
間建築投資誘発額

• 地方都市等における支援地
方公共団体数

• 防災性向上まちづくりにおけ
る支援地方公共団体数

• 地域の医療福祉拠点化団
地の形成数

• UR賃貸住宅ストックのバリア
フリー化を図った住宅の割合
や耐震化率

等

• 自然災害への備え(レジリエンス)

• 多様性・包摂性の実現

• こども・少子高齢化への対応

• 健康な暮らし・働き方の実現（ヘル
ス&セーフティ）

• 快適で利便性の高い環境(ウェルネ
ス)

• 人材活躍と生産性向上

• 地域経済･産業の活性化

• 地域の魅力・文化の形成・活性化

• コミュニティの再生・形成

③ 災害からの復
旧・復興支援

• 女川町中心部地区の復興支援
ー高台の造成や嵩上げをした地域に住宅を集約し、安全性を確
保
ー低地部は、商業・業務、観光及び水産業に活用
ー災害公営住宅を6か所、計561戸整備

• 被災自治体から委託を受け
た復興拠点整備事業の状
況

等

 独立行政法人都市再生機構は、「都市再生」、「住環境」、「災害復興」の３つの事業を中心として住まいづくりやまちづくりを展開
している。

 広島県福山市の目指す「リノベーションまちづくり」による再生への支援として、ＵＲの土地有効利用事業を活用したまちづくり用地の
取得による民間リノベーション支援事業を実施している。

青字：次ページに詳細を記載中期計画に対応した取組とアウトプット
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リノベーションまちづくり支援
「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を目指すまちづくりを支援
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事例 独立行政法人都市再生機構②

出所：令和３年度 第２回 不動産分野の社会的課題に対応するＥＳＧ投資促進検討会、中山委員発表資料「UR都市機構事業における社会的課題への対応について」、
「資料３社会的課題に対応した市街地再開発事業の事例」より事務局作成

独立行政法人都市再生機構などの役割

取組事例詳細

民間リノベーション支援事業

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を目指す広島県福山
市のなかで、複数の空きビル活用が発生した地区内におい
て、将来の大きなまちづくり（魅力的な施設や公共空間
誘導）を見据え、合意形成の支援や重要物件の取得な
どの役割を担っている。

＜時間を止める＞ 重要物件（位置・大きさ）の取得
＜合意形成＞ ビジョン等作成支援/合意形成支援
＜方向性の具体的提示＞ 取得物件でのリノベ/暫定利用
＜民間リノベ支援＞ 底地取得による資金余力の向上
＜担い手育成・体制構築＞ 担い手、支援組織の土台づくりへの支援
＜公共施設再編＞ 公共団体支援/合意形成支援

リノベーション・空
地活用が個別・
偶発的に発生

まとまった土地への
対応や公共施設
の再編にまでは至
らない

個々の活動に意味づけをし、触媒的
役割を果たすビジョン／コード

地域で
共有

ビジョンに沿い、エリアとし
ての価値向上を意識した
個々のリノベーション・空
地の活用

時代の変化に
合わせてビジョ
ン・活動をアップ
デート
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事例 東急不動産ホールディングス株式会社

 社会的インパクトに紐づけて整理したESGに関する取組や社会的インパクトの活用例は、以下の通り。
 統合報告書において、企業が重要課題（マテリアリティ）を設定し、重要課題に沿って取組や評価指標を開示してい

る事例がある。

東急不動産
ホールディング
ス株式会社

統合報告書
2022

【重要課題の開示】

統合報告書において、主な社会
課題から重要課題（マテリアリ
ティ）とSDGsを特定するとともに、
重要課題に沿って、リスクと機会
を整理し、具体的な取組やKPI
を開示している。

【具体的な取組に向けたKPI設定の開示】

開示媒体 開示内容（キャプチャは一部抜粋）

出所：東急不動産ホールディングス株式会社「2022統合報告書」より事務局作成
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事例 株式会社三好不動産、東京建物株式会社

 統合報告書による開示の他、CSRレポートを活用し、自社のESGに関する取組をSDGsと紐づけて公表している事例が
ある。

 またサステナビリティファイナンスを活用する際は、その取組効果の開示が求められるが、予めフレームワークでアウトプット・
アウトカム・インパクトを設定し、報告書で進捗・実績を開示している事例がある。

株式会社
三好不動産

CSRレポート
2022

【取組事例の開示】

CSRレポートにおいて、SDGsと結び付

けた取組の１分野として、地域社会へ

の支援に関する具体的な取組事例を

開示している。

東京建物
株式会社

サステナビリ
ティレポート

2022 

【ロジックモデルと進捗・実

績の開示】

サステナビリティボンドの発

行にあたり、策定したファイ

ナンス・フレームワークにて、

アウトプット、インパクトを

設定している。進捗や実

績はサステナビリティレポー

トにて開示している。

出所：株式会社三好不動産「CSRレポート2022」、東京建物株式会社「サステナビリティレポート2022」より事務局作成

開示媒体 開示内容（キャプチャは一部抜粋）
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事例 三菱倉庫株式会社、イオンモール株式会社

 不動産保有・活用している企業においても、不動産に係るESGの取組について公表している。
 統合報告書において、設定した重要課題に沿って、企業の不動産に関する取組や評価指標を開示している事例がある。
 サステナビリティファイナンスを活用する際に、事業活動で活用する不動産に係るESGに関する取組やインパクト等を設定

し、ウェブサイトで進捗・実績を開示している事例がある。

開示媒体 開示内容（キャプチャは一部抜粋）

イオンモール
株式会社

ウェブサイト

【ロジックモデルの開示】

サステナビリティファイナンス

のレポーティング開示事項

である“環境改善効果・社

会的成果”として、社会的

成果ではアウトプット・アウ

トカム・インパクトを設定し

ている。

【進捗・実績の開示】

三菱倉庫
株式会社

統合報告書
2022

統合報告書において、企業理
念やビジョン、これまでのCSR
活動等を踏まえ、６つの重要
テーマを定めて、各テーマにお
ける施策、評価指標並びに目
標値を開示している。

【進捗・実績の開示】【重要テーマと評価指標・目標の開示】

出所：三菱倉庫株式会社「統合報告書2022」、イオンモール株式会社ウェブサイト サステナビリティ-サステナビリティファイナンス、格付け投資情報センター(R&I)イオンモール株式会社サステナビ
リティボンドフレームワークより事務局作成
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事例 オリックス不動産投資法人

 不動産投資法人（リート）のESG報告書において、社会課題に対応した取組紹介とあわせてステークホルダーとの対話
や満足度調査の結果を開示している事例がある。

開示媒体 開示内容（キャプチャは一部抜粋）

オリックス
不動産
投資法人

2022 ESG 
Report

【取組事例の開示】

ESG報告書では、社会課題に対応した取組を紹介し

ている。

その１つとして、CASBEEウェルネスオフィス認証を取得

した物件について、社会的インパクトの創出に係る取

組の詳細を開示している。

【ステークホルダーとの対話状況の開示】

建物・設備等のハード面と、プロパティマネジメント(PM)、ビルマネジメン

ト会社(BM)の対応等のソフト面について満足度調査を実施し、回答

状況、改善対応の流れ、実施した取組を開示している。

出所：オリックス不動産投資法人「2022 ESG Report」より事務局作成



参考資料４ 12

事例 ANAホールディングス株式会社

 施設改修を目的としたサステナビリティファイナンスを活用する際に、インパクトを設定し、ウェブサイトで進捗・実績を開示し
ている事例がある。

開示媒体 開示内容（キャプチャは一部抜粋）

ANAホール
ディングス
株式会社

ウェブサイト

【ロジックモデルと進捗・実績の開示】

国内空港・事業所施設及び設備等

の改修資金の一部に充当するため、

公募形式のソーシャルボンドを発行。

発行時にアウトプット指標、アウトカム

指標及び定性目標のインパクトを設

定し、施設改修の実績とおからだの

不自由なお客様の搭乗実績等を開

示している。

出所：ANAホールディングス株式会社ウェブサイト 社債情報 ソーシャルボンドより事務局作成


